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仏教 に於ける生死観

笹　森 行　周

  自殺 につ い て

　今 日 日本 に於 い て 自殺が大 きな社会問題 と して 浮上 し、 1998年か らは年間三

万 人 を超 え る 自殺者が 出て い る 。 その 特徴 の
一

つ は中高年が 自殺者の 半数以 上

を 占め る 「中高年自殺」で あ り、 もう
一

つ は イ ン タ
ー ネ ッ トを介 して 知 り合 っ

た者同士が 自殺 を共にする 「ネ ッ ト自殺」 とい う現象で あ る 。 また最近 はい じ

め に よ る 年少者 の 自殺 も急増 して い る 。

　中高年の 自殺に つ い て 、 精神科医 として 二 十年以上 自殺予防に関わ っ て きた

高橋祥 友氏 の 指摘
1
に よ れ ば 、 中高年 の 自殺 は様 々 な要因が 関与 し 、 引 き起 こ

され て い る と し、 現代の 中高年 を 「元来 、 精神的 な危機 を来た しや すい 世代の

人 々 」で ある と位置づ け、 そ の 理 由を価値観の 変革時期 に遭遇 した 世代 の 特徴

と見 て い る こ とで ある 。 そ こ には価 値観の 変化 につ い て ゆ けず 、 心 身 と もに 変

革期 の 狭 間で 呻吟す る 中高年の 姿が 見 えて くる 。

　自殺は 自ら自己 の 命を断つ 行為で ある が 、 自殺そ の もの に つ い て は 文化 的宗

教 的違 い に よ り異 なる 見解が ある 。 人間 を被造物 とす る
一

神教 の ユ ダヤ教 ・キ

リス ト教 ・イス ラ ム 教で は 自殺 を神の 意思 に反する重罪 と見るが 、
ヒ ン ドゥ

ー

教で は 自己 解放 と見る傾向が あ り、 仏教 で も重罪 とは され て い ない
。

　また近代 に お い て は 、
ベ ル ギ ーの ケ トレ （Adolphe　Quetelet，

1796 − 1874）・

フ ラ ン ス の ゲ リ （Andr6 　Michel　Guerry
，
1802 − 86）は 自殺 を統計学 の 立場 か

ら科学的に解明 しよ うと し 、
フ ラ ン ス の 社会学者、デ ュ ル ケ

ーム （E皿 ile　Durk −

heim
，
　1858 − 1917）は ヨ

ー ロ ッ パ 各国に 於ける 自殺 の 統計調査を行い
、 杜会現

象 と自殺 の 関係 を明 らか に しよ うと試み 、1897年 『自殺論』を著 した 。 そ の 中
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で 自殺 を次 の ように定義 して い る 。

　 　 　 ．　　 　コ　　　 　　　　　　 　　ロ　　　コ　 　　ロ　 　　ロ　　　 　　　　 　　 　　 　　 　　 ロ　　　 ■　　　 り　　　 の　 　　 じ　 　　 ゆ　 　　ロ　　　 　　　　　　　　■　　 　■　　 　　　　 　■　　　ロ　　　■　　 　■　　　 ■　　　コ　　　　 　　　　　 　　　

　　　死が 、 当人 自身に よ っ て な され た積極 的 、 消極 的な行為か ら直接 、 間接

　　 に生 じる結果で あ り、 しか も、 当人 が そ の 結果の 生 じ うる こ とを予知 して

　　い た場合 を 、 すべ て 自殺 と名づ ける 。

2

こ の よ うに デ ュ ル ケ
ーム は 自殺 につ い て述べ

、 自殺 に至 る理 由の 如何 を問わ

ず 、 当人 自身が行 っ た行為の 結果 、 死 を予測 し承知 して い た場合 は 自殺 で ある

と定義 した 。
こ の 場合 、 仏教 に於 ける捨 身行 や 、 殉教 、 ある い は キ リス トの 十

字架上 の 死 も自殺の 範疇に入 る こ とに な る 。 しか しこれ らは死 その もの が 目的

で はな い の で 、 本論で は そ れ らの 行為を自殺 とは呼ばない
。

1 高橋祥友 『中高年自殺一 その 実態 と予防の 為に』32− 33頁 、 （筑摩書房 、 2003年〉。

　　 「最近の 自殺の 急増、特に働 き盛 りの 世代の 自殺の 急増 に は 、 さま ざまな要因が 複

雑 に 関与 して い る 。
マ ス メ デ ィ ア の 報道に見 られ る よ うに 自殺が 増加 して い る 責任 を

すべ て不況に 求め る の はあ まりに も単純化 した考え方で ある 。

　　中年期 とい うの は そ もそ もこ こ ろ の バ ラ ン ス を くず しや す い 年代 で もある 。 た しか

に経済が右肩上 が りで 成長 して い る 間は、 まだ中年危機 な どはそれ ほ ど大 きな問題 と

は な らなか っ た の か もしれない
。 しか し、 元来、 精神的な危機を来た しや す い 世代 の

人 々 を長期化する不況が直撃 したの が、最近の 状況で ある 。

　　さ らに 問題 を複雑 に し て い る の は 、こ の 世 代の 人 々 が組織 に 自己を同
一

化 させ る 最

後の 世代 ともい っ て もよい 点で あ る
。 不況の ため に人 員整理 を余儀 な くされ る会社 は

け っ して 少 な くな い
。 そ して 、か ならず しも個 人の 能力だけが問題 で 、 ある特定の 人

を整理 の対象 と して い る わ けで は ない の に 、 こ の 世代の 人 は こ れ まで 忠誠 を尽 して き

た組織か ら 「不要」の レ ッ テ ル を貼 られ て しまうと、即、自己 の 存在価値を完全 に 否

定 され て しまうとと らえか ねな い
。

　　さ らに事態 を複雑 に して い る の は、核家族化、都市化、個人主義化 して い る現代社

会 にあ っ て 、以前な らば 、 個 人 をサ ポ ー トす る地域の シ ス テ ム が あ っ た の だが、そ の

　シ ス テム が ご く限 られ た もの に な っ て い る と い う点で ある 。 その 上、個人の サポ ー ト

シ ス テム に代わ る精神 医療 シ ス テ ム も充分 に機能 して い ない
。 こ の 世代の 人 々 は他の

世代以上 に、精神疾患 に対す る先入観が強 く、 なか なか早期の 段階で 精神科受診とい

う行動に出 られ ない 。 自殺の 背景 には大部分の 場合 、 何 らか の こ こ ろ の 問題が絡ん で

い る 。 現在で は適切 な治療 法があ るの に 、 多 くの 人々 が こ の 選択肢を考えない まま 、

自殺 を選択 して い る とい うの はあ ま りに も不幸で ある 。 」。

2 デ ュ ル ケ ーム 、宮島喬訳 『自殺論』22頁 、 （中央公論社、1985年）。
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  仏教で は自殺 をどう見るか

　仏 教 で は 自殺 をどの よ うに捉えて い るの だろ うか 。 原始仏教聖典の 『パ ー
リ

律』に次の よ うな物語が ある 。

　　 そ の 時
一

比丘 、 憂愁 に心 くだ け 、 耆 闍崛 山に 登 りて 断崖 に 身 を投ぜ る に 、

　　
一

籠 師の 上 に 堕 ちて 〔彼 を〕死せ しめ た り。 彼 に悔 心生ぜ り…乃至… 「比

　　丘 、 波羅夷に 非ず 、 然れ ど も諸比丘 、 自ら投身すべ か らず 、 投ずる者は突

　　吉羅 な り」 と。

3

　 こ の よ うに述べ
、

一
人 の比丘 が 憂愁 に心 くだ け投 身 自殺 を はか っ た 。 とこ ろ

が偶然 に も下 にい た篭作 りに当た り、 篭作 りは死 ん で しま っ た もの の
、 投身自

殺 をは か っ た比丘 は命 を落 とす こ とは なか っ た 。 比丘 は後悔 の 念 を生 じ 、 仏 の

助言 を仰 い だ 。 仏 は 「波羅夷罪 に は 当た らない が 、 自ら投身 （自殺）を して は

い けない
。 投 身す る 者 は突吉羅罪で あ る」 と述べ 、 自殺 は突吉羅 罪で あ る と規

定 した 。 突吉羅罪 は最 も軽 い 罪で 、

一
入に対 し、 あ るい は

一
人で 懺悔すれば よ

い と され る 。

　 こ の パ ー
リ律に 関連 して藤田宏達氏は経典に見える 自殺 に つ い て 次の よ うに

述べ て い る 。

　　　以上 は パ ー
リ律に基づ い た もの で あるが 、 他の 諸律 を見 て も、 自殺 に関

　　して は 、 こ れ を波羅 夷罪 と説 明す る もの は ない
。 『四分律』で はパ ー

リ律

　　と同 じ事例 に つ い て 「偸 蘭遮 」 （thuUaccaya）と し 、 『五 分律』で は 自殺

　　そ の もの を取 り上 げて 同 じく 「偸 蘭 遮 罪」 と して 、 パ ー
リ律 よ り重 い 罪 と

　　す る が 、 『摩訶僧祗律』で はパ ー
リ と類似 の 事例 に つ い て 「越毘尼罪」 （突

　　吉羅罪 と同 じ）と し 、 『十誦律』で は 自殺を特 に 罪 とは して い ない
。

こ の

　　 よ うに、 自殺行為を波羅夷罪 と して い ない 点 はパ ー
リ律 と同 じで あ るが 、

　　罰則 の 細部 に つ い て 理解が異 な っ て い る の は 、 原始仏教 時代 に は 、 まだ 自

3　 r南伝大蔵経』第
一

巻 「第三 波羅夷」
一

三 、 136頁 。
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　　殺 に対する考 え方が
一

定 して い なか っ た こ とを物語 っ て い る 。

4

　藤 田氏 は こ の よ うに 述べ
、 原 始仏教 時代 に は 自殺 に 対 す る 仏 教の 見解 は 定

ま っ て い なか っ た とする。 しか しなが ら後述す る よ うに 自殺 した者 に対 し、 解

脱 して い るの で 戒律に触れ る こ とは ない とい う事例が 、 経典 の 中 に挙 げ られ て

い る こ と を鑑み る な らば、解脱 しない ま ま 自殺 した者 は問題 と され 、 そ の よ う

な状 態で の 自殺 は 戒律 に抵触す る と考え られ る 。 したが っ て 仏教全体 と して み

る な らば 、 仏教 は 自殺 を奨励 しな い し 、
マ イナス の 価値で あ る と考えられ て い

た と見 る こ とが で きよ う。

　戒律 もその 根本 は 修行者 自身の救済 を 目的 と して 設定 され た もの で 、 仏 は修

行者の 機根 に合 わせ て対機説法 を行 っ た 。 自殺 に関 して も様 々 な状況 に応 じ 、

仏 は そ の 対処 の 仕方 を変え た 。

　 『雑阿含経』巻第二 十九
5
に仏は不 浄観 を説 き 「不浄観 を修する に 多 く修習

せ ば 、 大果大福利 を得 ん」 と不浄観 を修す る こ とを勧め た 。 仏が 不 浄観を説 い

たの は 、 比丘 た ちが 肉体の 不浄 を観想する こ とに よ り煩悩 ・欲望 を取 り除 き 、

「大果大福利 を得 ん 」 と して 解脱 を 目指 させ よ うと した もの で あ る。 しか し不

浄観を修 した比 丘 た ちが 自分 の 身体 を厭 うよ うに な り、 比丘 たちの 間で 自殺す

る 者が 続 出 した 。 また 自分 を殺 して くれ る よ うに頼 む者 も出 た。 頼 まれ た鹿林

梵志子 は この 比 丘 を殺 した 。 経は続けて 、 そ の行為 を魔天 が 賛嘆 したた め鹿林

梵志子 は次 々 と比 丘 た ち を殺害 し 、 その 数六 十人 に及 ん だ と述べ る 。

　仏 は比丘 た ちの 数が少な くな っ た の に気付 き阿難 に尋 ねた 。 事情 を知 っ た仏

4 藤田宏達 「原始仏典 に み る 死」 （『仏教思想10　死 』78頁、平楽寺書店1988年）。

5　 『雑阿含経』巻第二 九 「金 剛経」 （『大正蔵亅 2 巻207頁中〜下段〉。

　 「如是我 聞。

一
時 。 仏住金剛聚落跋求摩河側薩羅梨林中。 尓時。 世尊為諸比丘 説不浄

観。 讃歎不浄観言 。 諸比丘修不浄観 。 多修習者 。 得大果大福利。 時 。 諸比 丘修不 浄観

已 。 極厭母身 。 或以 刀 自殺 。 或服毒薬 。 或縄 自絞．投 巌 自殺 。 或令余比 丘殺 。 有 異比

丘極生厭患悪露不浄 。 至 鹿林梵志子所 。 語鹿林梵志子言。 賢首。 汝能殺我者。 衣鉢属

汝 。 時 。 鹿林梵志子即殺彼比丘 。 持刀至跋求摩河辺 。 洗刀時。 有魔天住於空 中。 讃鹿

林梵 志子言 。 善哉。善哉 。 賢首 。 汝得無量功徳 。 能令諸沙門釈子 持戒有徳 。 未度 者度 。

未脱者脱 。 未門息者令得門息。未涅槃者令得涅槃 。 諸長利衣鉢雑物悉皆属汝 。 」。
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は引 き起 こ された悪不 善法を消滅する た め 「微細住」（呼吸法）
6
を修す る こ と

を勧 め 、 心 を静め る こ とに よ り 「安那般那 の 念 に 住す る な り」 と説い た 。

　安那般 那 （ana −apana ） とは安那 （入 息）・般那 （出息）の 意味 で 、 入 息出

息の 呼吸法を修す る 修行で 、 念 （sati ） とは心 を集中す る数息観の こ とで ある 。

こ の 安那般那の 念 を心 に か けて 修行する な らば
、 真実を見る こ とが で き、 安 ら

か に生 きる こ とが 可能 に な り、 迷い を離れる と説い た 。

　仏 は 数息観 を用 い
、 自殺者 とそれ に伴 っ て 引 き起 こ された 自殺幇助の 殺人 と

い う、 悪不善法 に対 処 され よ うと した もの で あ る が 、 自殺 に関 して は特 に 言及

して い ない 。 しか し 『四分 律』
7
に説 か れ た 同 じ物語 で は 、 人命 を断 じあ る い

は 自殺幇助 をす る こ と 、 また は 死 を賛嘆 し勧め る こ と等は 、 最重 罪 に相 当す る

波羅夷罪で ある と戒め教 団追放 と した 。
こ こ で も自殺に 関 して 直接の 言及 は 見

られ ない が、 自殺 に関係する殺人 ・自殺幇助等 は波羅夷罪で あ る と して い る。

8

6 同上 。

　 「是故 。 我今次第説。 住微細住。 随順 開覚。 已起．未起悪不善法速令休息 。 如天大雨 。

起．未起塵 能令休息 。 如是。 比 丘 。 修微細住 。 諸起．未起悪不善法能令休息 。 阿難 。

何等為微細住多修習 。 随順 開覚。 已起 ．未起悪不善法能令休息 。 謂安那般那念住 。 」。

7　 『四分律』巻第二 （『大正蔵』22巻576頁 中〜下段）。

　 「若比丘 故 自手 断人命 。 持刀与人歎誉死 快勧死 。 咄男子用此悪活為寧死 不生 。 作如是

心思惟 。 種種方便歎誉死快勧死 。 是比丘波羅夷不共住 。」。

8 こ の こ とに つ い て 杉本卓洲氏 は次の よ うに述べ て い る 。

　　とこ ろ で 、こ こ で は 自らの 命 を断っ た 、 即ち 自殺 した比丘 た ちの 愚か さ を戒め て い

る筈なの に 、 人 間の 命 を断ず る こ と、即 ち殺人 （他殺）行為と
、 凶器 を持 っ た者 を求

め る こ と、 即 ち潦託殺人 （自殺幇助）の 禁止 が 謳わ れ て い る の わ けで 、 話の 内容 と戒

律の 規定 との 間に 少 し くずれ の ある こ とは否め ない
。 しか し、 た とえ 自殺の ため とは

言え 、 他の 者に殺害 を依頼する の は好 ま しくない とされ て い る こ とは明 白で あ る 。 （「殺

生戒一安楽死 問題 に 寄せ て」『東北福 祉大学仏教社 会福祉研究所紀要亅 2 、 26頁 1976

年）。

　　また 自殺 に関 して 石井公成氏 の 論文 「不殺生 と殺生礼賛」（『現代 と仏教』 196− 7

頁 、佼 成 出版社 、 2006年）が参考 に なる 。
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　また 同 じ く 『雑阿含経』巻第三 十九
9
に、尊者瞿低迦 が修行 に精進 し、 そ の

結果
一
時的な心解脱 を得た に もかか わ らず 、 退転 して し まうこ と を六 回 も繰 り

返 して しまっ た 。 尊者瞿低迦 は 肉体があ る故に 退転を余儀 な くして しま うこ と

を憂 い 、 不退転 の 解脱 を得 る た め に 自殺 した 。 仏 は 尊者瞿低迦は 身命を顧 ず精

進 し 、 あ らゆ る執著 もな く般浬槃 したの だ と説い た 。
つ ま り仏 は解脱者 と して

の 尊者瞿低迦の 自殺 は認め られ た の で あ る。

　同 じ く 『雑阿含経』巻第四十七
1°
に 闡陀の 自殺が 説 か れ て い る 。 仏が 王舎城

の 迦蘭陀竹園に住ん で い た時．

’
闡陀は 重病に罹 り苦 しん で い た 。 舎利弗が見舞

い に 訪れ た と こ ろ 闡陀は病苦は堪え られ ない ほ ど辛 くしか も益 々 病は重 くな り、

回復 の 見込み は 無い と嘆い た 。 そ して 自殺 したい とい う絶望感 を吐露 した 。 舎

利弗 は 闡陀 に対 し自殺 を思 い 止 ま る よ う心 を尽 した が 、 闡陀 は 自殺 した 。

　舎利弗 は 闡陀の 自殺 を仏 に報告す る と共 に 、 自殺 した こ とで どの よ うな来世

へ 趣 き、 どの よ うな死後が ある の で し ょ うか と尋 ね た 。 それ に対 し仏 は 闡陀 に

は何 も誤 りは な い と舎利弗に対 して 断言 した 。 そ の 理 由 と して 闡陀は 身体 を捨

て て も他の 身体 を受ける こ とは ない の だ と述べ た 。

　 つ ま り闡陀 は輪廻転生 か ら解脱 して い る の で 自殺 した として も大過は ない の

だ と説 い た の で あ る 。 仏 は 闡陀の ため に 第一 記 （般 涅槃） して い た と明か され

た 。 闡陀の 自殺 は解脱者の 自殺 で ある と して 許容 され た の で ある 。

9　 『雑阿含経』巻第39 （「大正蔵』 2 巻286頁上段）。

　 「如是我聞。

一
時。 仏住王舎城毘婆羅 山七葉樹林石室中。 時。 有尊者瞿低迦 。 住王舎

城仙 人山側黒石室中 。 独
一

思惟 。 不放逸行。 修 自饒益。 時受意解脱身作証。 数数退転。

一．二 ．三 ．四．五 ．六 反退 。 還復得 。 時受意解脱身作証。 尋復退 転。 彼尊者瞿低迦

作是念。 我独
一

静処思惟。 不放逸行。 精勤修習。 以 自饒益 。 時受意解脱身作証 。 而復

数数退転。 乃至六反。 猶復退転。 我今当以刀 自殺。 莫令第七退転。」。

lo　 『雑阿含経』巻第47 （『大正蔵』2巻347頁中段）。

　 「如是我聞。

一時。 仏住王舎城迦蘭陀竹園。 時。 有尊者闡陀。 住那羅聚落好衣庵羅林

　中。 疾病困篤。」
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　 『雑壱阿含経』巻第十九
n
に も同 じ く重病 に罹 り自殺 した婆迦梨の こ と に つ

い て 説 い て い る 。 婆迦梨 は重病 を患 い 自殺 しよ うと した 。 婆迦梨 は 仏 弟子 の 中

で 信解脱第
一

と称 され た 。 しか しなが ら病 はその よ うな婆迦梨の 誇 りを傷 つ け

た の み な らず 、 病苦は婆迦 梨 の 心 を散乱 させ た 。 あげ くの 果て に婆迦梨 は 自殺

をする こ とに よ り解脱が 可能に なる と考えたの で ある 。 婆迦梨 は刀 で 自害 しよ

うとす る時自らの 生涯 を総括 し、 修行 を全 と うで きずに 自殺 しな けれ ばな らな

い 慙愧 の 念 を吐露 した 。 しか しこの よ うな挫折感 に苛 まされ る 中で 婆迦梨は五

盛陰 を観 じ 、 「諸 有 の 生 法 は皆是 れ死 法な り」
’2
とい う達観 に到達 した 。

　病苦 に耐 え られ ず仏 道修行継続 を放棄 し 、 深い 挫折感に 覆わ れ 自殺 とい う破

戒の 道 を選択 した 。 そ して 正 に 自らの 生 命を絶 とうと した刹那 、

一 切の 存在 は

無常で あ る と了解 した の で ある
。 経典は その こ とに つ い て次の よ うに 述べ て い

る 。

　　此 れ を知 り巳 っ て 便 ち有漏 に於 て 心解脱 を得 た り。 爾 の 時尊者婆迦梨 は無

　　余涅槃界に於い て 般涅槃せ り。

13

　婆迦梨 は病苦故 に 肉体的 ・精神的に 疲弊 し自殺を選択 した
。 心身 ともに追 い

詰め られ死 を選択 した の で ある。
い わ ば挫折感に 駆 られ た捨身命は 、 挫折感が

因 とな り自殺の 直前 に 五 盛陰の 無常を悟 る こ とに な っ た 。 経典はそ の 解脱を 、

死 の 間際に
一

切 の 煩悩 を滅 し 、 心 身 と もに離脱 した無余涅槃で あ る と説 い た 。

仏 は 婆迦梨が 自殺す る直前 に解脱 したの で ある と述べ
、 婆迦 梨の 自殺 は解脱者

11　 『雑壱阿含経亅巻第十九 （r大正蔵』 2 巻642頁中〜下段）。

　 「聞如是 。

一
時 。 仏在舎衛国祇樹給孤独園 。 爾時 。 尊者婆迦梨身得重患 。 臥在大小 便

上 。 意欲自刀殺。 無此 勢可 自坐 起 。 是時。 尊者婆迦 梨告侍者 。 汝今可 持刀 来 。 吾欲 自

殺。 所以然者。 如今 日釈迦文仏弟子之 中。 信解脱者無出我上 。 然我今 日有漏心不解脱 。

所以然者。 然如来弟子遇苦悩時。 亦復求刀 自殺。 我今用此命。 為不 能従此岸至彼岸 。 」。

12　同上 、「諸有生法皆是死 法」。

13 同上 、 「知此巳 。 便於有漏心得解脱 。 爾時 。 尊者婆迦梨於無余涅槃界而般涅槃 。 」。
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の 自殺で あ っ た として そ の 自殺を認め られ た 。

　 こ の よ うに見 て くる と原始仏典 に 説か れ た瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦梨の 三 人の 自

殺は 解脱者の 自殺で ある と して 仏 は許容 され た 。 瞿低迦は
一

時的な解脱 を得た

もの の 度々 退転 した 。 退転の 原 因は 、 肉体が あ る故で ある と思 い
、 瞿低迦 は不

退転の 解脱を得 る た め に 自殺 を決意 した
。 闡陀 と婆迦梨の 二 人は 重病患者で あ

り、病苦に堪 えか ねず自殺の 道 を選 んだ。

　仏 は 自殺 を波羅夷罪に当たる として 、仏教教団 に あ っ て は教団追放の 最重罪

で あ る と定 めた 。 しか し なが ら上 記の よ うな例 につ い て は 、 その 自殺 を許容 さ

れ た 。

一
般的に 自殺 に至 る原 因は種々 の 要 因があ る に して も、 大きく分 けて み

る な らば 、 絶望感 に苛 ま され る こ とに よ る心 の 苦 しみで あ り、 病苦に 堪えられ

な くな る こ とに よる 身体 の 苦 しみ で ある 。

　 こ の 三 人 の 例 は 自殺す る直前 にそ れぞ れ解脱 したの で 、 そ の 自殺 は波羅夷罪

に は相当 しない とされた
。 三 人 とも仏弟子で ある 。 瞿低迦 は 幾度 も退転する絶

望感 を絶ち 、 不 退転 に住す る た め 、 退転 の 原 因 とな っ た 自らの 肉体 を絶 とう と

した もの で ある 。 求道心に燃 えつ つ も修行成就 に 絶望 し命を絶 っ た 。

　 闡陀 は 病苦に堪えられず、 舎利弗の 説得 に も応 じず自ら命 を絶 っ た 。 しか し

なが ら仏 は 闡陀 は輪廻転生 か ら解脱 して い る の で 、 自殺 した と して も大過 は な

い の だ と断言 した 。 そ れ の み な らず 、 闡陀が村民 と親 し くして い た こ とが 、 戒

律に 触れ て い なか っ たの か 、
とい う舎利弗の 懸念に関 して も、 解脱 した上 で の

行為な の で 問題 は ない と答えた 。

　婆迦梨 も同 じ く重病で あ っ た 。 病苦に堪え られず仏 道修行 を退 転する挫折感

に慙愧 の 念 を吐露 しつ つ も 、 自殺 す る こ とで解 脱 は 可 能 にな る と考え自殺 した 。

しか し経典 はそ の 絶望感 が 因 とな り、 自殺直前 に
一

切 の無常 を観 じ 、 解脱 した

と伝 える 。

　 こ の 三 者 に共通 され る の は 、 解脱 者の 自殺 とい うこ とで あ る 。

　 こ の よ うに仏 は解脱者の 自殺 は罪 に な らない と して 容認 した 。
こ うした考え

方の 背景に は 、 当時の 印度に於 い て 宗教 的な 自殺は 天 上 に再誕 す る こ とを可 能

に する 、 とい う社会通念が あ っ たの で は ない だ ろ うか 。
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　玄奘 （602〜664）は 印度で の 見聞を 『大唐西域記』
14
に著 し 、 そ の 中に於い

て 高年長寿 で 死期 に至 ろ うとす る者 、 大病 を患い 生涯が 終 る こ とを恐 れ る者、

俗塵 を厭い 人間界を捨て る こ とを願 う者 、 生死 を軽ん じ世間よ り遠 ざか る こ と

を願 う者は 、 友人 知人 た ちが 音楽を奏で 分か れ の 会を催 し 、 ガ ン ジス 河 を渡 り、

中流で 自ら水に溺れ 死に 、 天 に生 まれ る こ とが で きる と思 っ て い る と述べ
、

こ

の よ うなこ とは 十 に
一例 は ある とい うこ とで あ るが、 まだ実際に は見た こ とが

ない と述べ て い る 。

　 また 出家 した 僧が死 者 を悲 しむ とい う制度は な く、 父母 の 死 に 際 して は恩 に

報い ん こ とを心 に念 じ 、 葬儀を丁重 にす る こ とは真に冥福に なる こ とで ある と

述べ
、 種々 の 理 由で 自殺す る者が少 なか らずい た こ とを報告 して い る 。

　こ の よ うに律文献の 中で は
、 自殺 を禁戒 と して 定め て い た に もかか わ らず 、

仏教徒の 中に 宗教 的 自殺者が 多か っ た こ とを伝えて い る の は 、 当時宗教 的 自殺

に よ っ て 天 上 に 生 まれ変 わ る こ とが で きる とい う信仰 が 、 社会通念 と して 意識

されて い た こ とを窺 わせ る 。 自殺 は 戒律 に触れ る と して 禁 じた仏 で は あるが 、

解脱者の 自殺 は容認 され た 。 で は こ れ をど う解すべ きで あろ うか 。

　本論で 採 り上 げた瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦梨の 三人 の 自殺例 は 、 た とえどん な状

況 に あ っ て も、 仏道修行 は成就す る こ とが可 能 で ある との 示唆 を与える 。 解脱

に通 じる道が厳 しい 修行 に耐え得る者の み な らず 、 退転 を繰 り返す凡夫 に と っ

て も可能で ある こ と を示 した の で は ない だろ うか 。

　ある い は病気 の 苦患か ら逃 れる ため に村民 と親 しく交 わ り、 戒律 を破 る こ と

に な っ たか もしれ な い 闡陀 に対 して も 、 闡陀は解脱 して い たの だか ら問題 は な

い の だ と仏 は説かれた。 同様に 病苦 に堪え られず 、 修行継続 を断念 しなけれ ば

な らなか っ た婆迦梨 に対 して も、 仏 はその 菩提心 を善 しとされ 、 解脱 した 上で

の 自殺で ある と説い たの で ある 。

14　 『大唐西域記』巻第二 （『大正蔵』51巻878頁上段）。

　 「年耆寿耄死期将至 。 嬰累沈痾生涯恐極。 厭離塵俗願棄人 間。 軽鄙生死希遠世路 。 於

是親故知友奏楽餞会 。 泛舟鼓棹済　藝伽河 。 中流 自溺謂得生 天 。 十 有其
一

未尽鄙見 。

出家僧衆制無号哭 。 父母亡 喪誦念酬恩 。 追遠慎終寔資冥福」。
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　 こ の仏 の 教説は 、 自殺を戒律で 禁 じる 一
方、 自殺 しなけれ ば な らない 事情 を

抱 えた者 に対す る 、 限 りない 慈悲の 心 を表 した もの で あ る と考える 。 経典 に説

か れ た瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦梨の 三人 の 自殺例 は 、 極め て 人間的な悩み が原 因で

ある 。 退転 を繰 り返 し 、 あ る い は病苦 に負 けた 。 そ うした仏 道修行 を志半 ばで

退転 しなけれ ばな らなか っ た修行者達が少 なか らずい た こ と を示 して い る 。

　 しか し仏 は 、 その よ うな 自殺 に追 い や られ た人 々 を仏道修行の 上 か ら切 り捨

て る こ とな く、 む しろ大 きな慈悲の 心で 救済の 手 を差 し伸べ ん と して 説 か れ た

物語 で あ る と考える 。 仏 は 修行者達 の 菩提心 を高 く評価 され 、 彼等は 自殺の 直

前 に解脱 した こ とを明か された 。

　仏 自身が解脱 を得 る まで の 物語 は前生 譚 に於 ける 菩薩行 と して 、 数々 の捨 身

行 が 説か れ て い る 。 己の 身を捨 て 相 手 の 救済 を願 い 、 半偈 の ため に命 を差 し出

そ うと した 。 ある い は大法 を求め 、 教 え を体得す る まで 給仕 に徹 し不 退転 の修

行 を続けた 。 さ らに は三昧 を得た こ とに対す る報恩行 と して 焼 身供養 を行 じた 。

その どれ もが金 剛不壊の 菩提心 に基づ き、 誓願成就 の 捨 身行 を連ね た 菩薩行の

数々 で もある 。 仏 は解脱を得る まで の 厳 しい 仏道修行の 階梯 を身 を以て 示 され

た の で ある 。

　
一

方 、 瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦梨 の 三 人の 解脱に至 る道程 は 、 仏 の 前生譚 に於け

る菩薩像 とは異 なる姿 を提示 した 。 それ は
一

切 を捨 て て修行 者の 世界 に 身 を投

じ なが ら も、 志半ば で挫折 した姿で ある 。 しか しその 挫 折 に至 る事情 は 、 修行

者の み な らず とも仏 に 帰依 した多くの 在家 の 人 々 に も共通 した 問題で もあ っ た

だ ろ う。

  結論

　こ れ まで 見て きた よ うに 、 仏教に 於ける修行の
一
形態 として 自己犠牲を伴う

修行 は 、 捨 身行 とい う特殊 な修行 を生み 出 し、 それ を菩薩行 の 一つ と して位 置

づ けた 。 しか しそ の よ うな厳 しい 修行 に耐 え得 る 者 は多くは なか っ たで あろ う。

む しろ捨 身行 を も辞 さない とす る菩提心 を体得 した者は 、 修行者 とい え ども僅

か で あ っ た に 違い ない
。
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　 とすれ ば 、 その僅 か な人 間よ り解脱 は 出来な くな り、 仏教本来 の
一

切衆生 救

済 の 理念 とは矛盾す る結果 とな る 。 そ うで はな く、 解脱へ 至 る 可能性は
一

切衆

生 に 開か れ て い る こ とを 、 瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦梨の 三 人の 事例 は 示 した と考え

られる 。

　仏教 は不殺生戒 を第一 義 に 掲げ る 。 こ の よ うな仏 教の 観点 か ら 自殺 を鑑み る

な らば 、 自殺 に至 る 理由の 如何 を問わず 、 自殺 も根 本的 に は不殺生 戒に 触れ る

の で ある 。 しか しなが ら 、 瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦梨 の 三 人 の 事例 は その 限 りで は

な く、 戒律 に触 れ ない と した 。

　畢竟 、 仏教 に 於 ける生 死観 は 、 厳 しい 修行 に も 、 病苦 に も堪え られ ず、挫折

感に打ちの め され 、 た とえ自殺 とい う選択肢 を選 らば ざる を得な くなっ た修行

者 で も、 救 済 され る とい うこ とを示 した 。 仏 は 瞿低迦 ・闡陀 ・婆迦 梨の 三人 は

解脱 して い た との 証明 を与えた 。
こ れ は仏の 慈悲の 顕現で ある と同時に 、 解脱

へ 至 る 門 は捨 身行を身に引 き受ける こ とが 出来ず 、 挫折 を余儀 な くされ た人 々

へ も開かれて い る可能性 を示唆 して い る の だ と して 考 えた い
。

付記 ：シ ン ポ ジ ウム発表で は 筆者の 文献解釈 上 の 錯誤 に よ り、 自殺者は波羅夷

罪 と したが 、 経典で は 自殺幇助 を波羅夷罪 とは して い るが 、 自殺者 を波羅夷罪

とは定め て い な い
。

こ こ に記 して 訂正す る。
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